








作文教育協議会 (岐阜 ･中津川)に参加 して以
級,生活記録運動 と深いかかわりをもった鶴見




























































































































































































































して位置づけているように見 える｡ 野村 は,
｢自分の生活を,ほんとうに味ふこと (13頁)｣
｢生活 と言ふ生命の発動 を,私が照 らし観るこ














































数学 ･文学 ･精神学 ･自然科学の各ノー トと並














書 きた くなったらそれに書 くや うに してある







まふ子 もあるから 『それを文のノー トに書いて
置かない』 と言ふこともある｣16)｡また,夏休





































































































その生活 を観照 して行 くことが第一である｣
(217頁)｡直観と論理･思索とが｢生活観照｣の二
面となって生活を深め,深められた生活はやが













































































































































第 26号 神奈川大学心理 ･教育研究論集





か し間もな く退職｡1931年には東京 ･深川同


































野村の ｢『私』 という一人称の語 り｣ に注 目
している｡浅井 によれば,｢当時, 自らを
F私』 と称 し子 どもを名前で表記 した 『教育
の実際』の叙述は稀｣であった｡それに対 し
て野村の記録は ｢役割的な 『教師一児童』の
関係 に包含 し得ない 『私- あなた』の関係｣
を生起させたものとして興味深 く,これは野
村が子 ども各々を固有の存在 として把握 し,














位置づけ, しか しこれは小砂丘忠義の志向 し
ていたものとは異なり ｢教科 と学級 を立てて
その教育課程 を構成する近代学校の方式の内
部に摂取 さるべ く｣,その萌芽 を見せていた
ものだと述べている (中内 『生活綴方成立史
研究』明治図書,1977年 913-914頁)0








19)『赤い鳥』 は1918(大正 7)年 7月-1929
(昭和 4)午,1931(昭和 6)年 1月～1936
(昭和 11)年に発行 された児童童話童謡雑誌






たこと｣ を書 くところに意味がある (64頁)｡
その作品を作 り出す過程のなかで ｢物の批判
















































再実践 ･再記録 (再認識)の過程が くりかえ
され,生活は しだいに前進 し,向上する｣
(59頁)0
24)大田尭 ｢実践記録｣『現代教育学事典』労働
旬報社,1988年,359頁｡国分一太郎 ･相沢
とき 『教室の記録』(1937年),平野婦美子
『女教師の記録j(1940年)などが発行されて
いる｡
25)川村の問題提起など (川村湊 『作文のなかの
大日本帝国』岩波書店,2000年)｡
26)白樺派の教師たちは,例えば教科書を用いず
自ら教材を選び謄写版で印刷 して子どもたち
に手渡した｡時には子ども自身のつくった詩
生活記録運動の系譜に関する考察
なども教材となったと言う (1910年代前半)
(中野光 『大正自由教育の研究』(教育名著選
集⑥)黍明書房,1998年 (初出は1968年))｡
27)中野光 『大正デモクラシーと教育 1920年代
の教育』新評論,1990年 (改訂増補)
28)中内敏夫は1921(大正10)年の高知県土佐郡
行川村青年会における小砂丘忠義の文集づ く
りを挙げている (中内前掲1975年)｡他に例
えば1930年代,秋田の加藤周四郎は村の学校
に赴任すると宿直の時などによく地域の青年
がやってきて夜通 し語 り明かすこともあった
と言い,そのうち ｢世の中の勉強の研究会を｣
｢夜学を｣という声があがったり,役場の謄
写版を使って個人雑誌 (青年の機関誌 『目』)
を発行する活動が始まったという (加藤 『わ
が北方教育の道-ある生活綴方教師の昭和史
-』無明舎出版,1979年)01920年代後半か
ら30年代前半に静岡で教師をしていた戸塚廉
は地域青年団役員として青年団報の編集に携
わって熱心に活動し ｢吾々はもっと自由に物
を言おう｣｢本当の自分自身の心持ちで文章
を｣｢既成の殻に囚われることを拒絶｣｢紋切
り型の人間になることを恐れ｣と農村青年の
座談会や討論会を開いた (戸塚 『江津三代記
民間教育運動の底流』エムティ出版,1991年,
346頁など)｡
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